














【写真１】マグネット 【写真 2】紹興、2009 年 11 月撮影





















































































した。謝之光は鄭曼陀（1885 ～ 1961）や杭穉英（1900 ～ 1947）らとともに
美人画を得意とする画家として活躍した 10）。
　1950 年代後半からソ連の社会主義リアリズムと写真の影響を受け、次第

































を掲げた労働者と農民が描かれた。同年 10 月 1 日の国慶節には、毛沢東の
肖像画集『毛主席万歳　毛主席版画肖像匯編』（首都大専院校紅衛兵代表大
会中央工芸美術学院東方紅公社編）が出版され、瞬く間に全国に広がった。
この画集には 1949 年以前の木版 15 枚と 1949 年から 1966 年までの木版 11
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枚、1966 年以降の毛沢東の木版 28 枚が収められており、文化大革命中に大
量に出回った毛沢東の肖像の大部分はこの画集の木版を複製したものであっ
た。【写真 4】のもとになった沈堯伊の木版はこのころ作られた。1968 年 12
月 26 日の毛沢東 75 歳の誕生日には、『毛主席万歳』という画集が出版され、
この中に木版の「毛主席、安源へ行く」が掲載された 14）。






































































争」と呼ばれる武力衝突が起こった。そこで、1968 年 8 月、工人毛沢東宣
伝隊が大学に進駐し、井岡山兵団は解体した 20）。








2014 年 8 月撮影






　1985 年 4 月、安徽省黄山径県で油絵芸術討論会（黄山会議）が開催され
た。この会議で、芸術グループの形成、毛沢東様式の否定、伝統的芸術様式
の破壊が決定され、中国における中国における現代アートが誕生した。劉大


























































【写真 10】マッチ箱 【写真 11】文革宣伝画トランプ
























と説明される。「2004 － 2010 年全国紅色旅游発展規則綱要」が公布され、
12 の重点革命観光ゾーンとテーマが制定された【表 1】。さらに、重点的革
命歴史文化の発掘・整理・保護・展示・宣伝などを行うこと、2010 年まで




足取りを辿るものである。その中でも中心を占めるのは 1934 年から 1935 年
の長征である。ゾーン 2 は、1927 年 8 月 1 日に中国共産党が武装蜂起を起
こした江西省南昌と蜂起の失敗後に根拠地とした井岡山、1931 年に中華ソ
ビエト共和国が作られた瑞金が含まれ、ゾーン 4 は、1935 年に毛沢東指導
体制が確立された遵義を核とし、ソーン 5 は、長江上流域の雲南省北部と四
川省西部である。ソーン 6 は、長征の終着点である延安であり、「革命聖地」
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と称される【写真 13】。


















【写真 13】延安、2008 年 8 月撮影 【写真 14】井岡山革命記念館、
2007 年 8 月撮影
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2007 年 8 月撮影
【写真 15】井岡山革命烈士陵園、























































1966 年 7 月 16 日、
武漢で長江を泳ぐ
毛沢東








































































































































が香港芸術館（2012 年 12 月 16 日～ 2013 年 3 月 13 日）、北京中央美術学院
美術館（2013 年 9 月 29 日～ 11 月 15 日）、上海当代芸術博物館（2013 年 4
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Commie Kitsch and Souvenirs in China
Yoko TAKAYAMA 
This paper analyses how  the  image of Mao Zedong, which was  illustrated 
charismatically and authentically  in  the Cultural Revolution  (1966-1976), has 






































shows one sphere of Mao’s  images. At  least  three aspects exist  in contemporary 
China: Commie Kitsch, nostalgia for  the Cultural Revolution and a god based on 
Chinese folk belief. Mao’s image reminds some middle-aged and elderly people of 
youthful ardour and is sometimes used as a god of commerce or trafﬁc safety. A new 
concept of Commie Kitsch needs more consideration.
